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審 査 結 果 の 要 旨 
 肺動脈性肺高血圧症は原因不明の予後不良な疾患として知られているが，血管拡張薬の導入によ





















small interfering RNAでPyk2をknock downしたHPASMCを作成し正常酸素，低酸素（1% O2）で評価
したところ，増殖，遊走，HIF-1α蛋白の上昇のいずれもPyk2 knock down HPASMCで抑制されていた．
HIF-1αが上昇する前の時相で変化している蛋白を検索したところ、カルボニル化蛋白の増加がPyk2 
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